
3 月は、令和 2 年度最後の学校だよりとなりま

す。思い返してみると、この 1 年で世界は大きく

変化しました。そこで、この 1 年を振り返ってみ

たいと思います。 

 

スタートは前例のない臨時休業 

2 月 27 日の政府からの要請という形で全国の多

くの小中学校（高等学校・特別支援学校も）が臨

時休業となりました。令和 2 年度のスタートは、

臨時休業で始まったのでした。不要不急の外出自

粛、マスク不足が深刻でした。 

 

延期された 4月 8日の始業式・入学式 

 4 月 8 日に予定していた 

始業式・入学式は、国の緊 

急事態宣言延長で、急遽延 

期されることになりました。 

延期が決まったのは、その 

前日でした。まさに、日本 

中が混乱の中にあった気がします。結局、ここか

ら 5 月末までは、学級・学年ごとに登校して、宿

題のやり取りを駐輪場で行いましたね。また、1 年

生にいたっては出身小学校ごとに登校するといっ

た日もありました。教科書配布をするだけでも、

大変な作業となりました。ちなみに、ＦＭ越谷で

市内の校長先生方からメッセージが放送されたの

は 5 月 8 日のことでした。 

 

6月 1日、始業の日・入学式 

 本当の意味で令和 2 年 

度のスタートは 6 月 1 日 

の始業の日と入学式でし 

た。しかし、全校生徒で 

集まることはなく、学年 

ごとの実施となりました。 

写真のとおり、イスとイスとの間をあけて、ソー

シャルディスタンスを保った会場となりました。

この後、最初の 2 週間は分散登校でしたね。そし

て、6 月 13 日からは土曜日授業が始まりました。

土曜日授業は、12 月 5 日まで続きました。 

続きは裏面に 

「１０年前の記憶」 

校長 髙橋 始  

 「１か月前の午後２時４６分、あなたは何をしていましたか？」 

 この質問に即答できる人はどれだけいるでしょうか。では、この質問はどうでしょう。 

 「平成２３年３月１１日（金）午後２時４６分、あなたはどこで何をしていましたか？」 

 １０年前のこの日、この時刻に東日本大震災が発生しました。中学生の皆さんは、当

時、３歳から５歳ですので、覚えている人は少ないと思いますが、１０年が経った今で

も、この時刻にどこで何をしていたか記憶している方は多いのではないでしょうか。 

 私は、当時、草加市内の小学校の教頭をしており、この時間は卒業式で使用する大型

スクリーンを空き教室で作成中でした。立って歩けない程の尋常でない揺れの中、急い

で職員室に戻り、避難指示の放送をしたこと、泣き出す子供たちを校庭に誘導したこと

などが蘇ります。子供たちを帰した後、校舎の点検や各方面への連絡、さらに避難所の

開設などに追われました。その後も緊急地震速報のサイレンが断続的に鳴り、テレビで

は、大津波や火災の発生により、とてつもない被害が出ていることが報道されていまし

た。体育館に開設した避難所の対応をしながら、学校で一晩を過ごしました。１０年前

の記憶ですが、今でも、その光景まで鮮明に覚えています。この震災による死者・行方

不明者は２万２千人超、現在も４万人を超える方々が避難生活を送られています。 

 さて、令和２年度も残り１か月となりました。“「期待」と「満足」があふれる学校”

をスローガンに掲げ、生徒一人一人が、“期待を持って登校し、満足して下校する”、そ

んな毎日が繰り返される学校づくりを目指して参りました。しかし、実際は、臨時休業

や学校行事の中止、実験や実習、話し合い活動などの授業にも制限がかけられました。

活動休止や大会の中止など部活動にも大きな影響がありました。授業参観や保護者会な

ども実施できず、保護者の皆様に学校を見ていただく機会もほとんどありませんでし

た。決して満足のいく毎日ではなかったはずですが、生徒たちの授業中の真剣な眼差し

や休み時間の笑顔、明るく挨拶をする姿に救われたような思いです。 

令和３年度も「with コロナ」の学校生活になりそうです。「どうすればできるか！」

今まで以上に知恵を出し合って、教育活動を行って参りたいと思っています。これから

も、ご理解、ご協力、ご支援の程、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

大空学級担任 横田秀雄 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 
 
吉川市立東中学校 

学校だより 
 

あじさい 
 令和３年３月１日 

３月 

〒342-0017 
住所 吉川市上笹塚 3-104-1 
電話 048-982-0244 

 生徒数 
１年生 １３７名 
２年生 １５８名 
３年生 １４０名 
合計  ４３５名 

東中学校教育目標 

自ら考え、進んで実行 

吉川市教育大綱 

家族を 郷土を 愛し 志を立て 凜として生きてゆく 

今後の予定 

３月 （弥生） 

１日(月) 公立高校(実技･面接試験)、全校朝会 

３日(水) 公立高校追検査 

４日(木) 生徒会専門委員会 特設時程 

８日(月) 公立高校発表 

11 日(木) ３年給食終了 金曜時間割 

12 日(金) 卒業式準備 特例追検査 

木 1234 授業 

15日(月) 第 61回卒業証書授与式 

1・2年生臨時休業 

16 日(火) 卒業式片付け 

19 日(金) 1･2 年生保護者会 

20 日(土) 春分の日 

22 日(月) ふれあいデー 

23 日(火) 短縮授業 4 時間 

     大掃除(給食後)、給食最終日 

24日(水) 3時間授業(学年集会･学活等) 

25日(木) 3時間授業(学年集会･学活等) 

26 日(金) 修了式 

４月 （卯月） 
(次年度については、まだ予定の段階です) 

７日(水) 準備登校、入学式準備 

８日(木) 第 62回入学式、1学期始業式 

９日(金) 教科書配布、生徒集会等 

12日(月) 給食開始、避難訓練 

13日(火) 5時間授業 

14日(水) 5時間授業、部活動見学 

15日(木) 4時間授業、全学年保護者会 

     ＰＴＡ新旧本部役員会 

16日(金) 仮入部開始 

19日(月) 第 1期時間割開始･仮入部 

20日(火) 全校朝会(任命式)、個人写真

撮影、2年生歯科検診 

21日(水) 3年内科検診、生徒会専門委

員会、ふれあいデー 

22日(木) 木 1234＋金 56 

ＰＴＡ新旧運営委員会 

23日(金) 部活動保護者会 

27日(火) 3年歯科検診 

28日(水) 1年歯科検診 

29 日(木) 昭和の日 

30日(金) 通常授業 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏季休業日は 25日間 

臨時休業でできなかった授業を補うために、夏季休業日は 7 月 

23 日～8 月 16 日となりました。お盆明けの始業式、酷暑の中で 

2 学期スタートです。時には 35℃を超える日もあって、本当に大 

変でした。それでも、生徒は頑張りました。もちろん、始業式は 

放送による式となりました。 

 

大活躍の新人戦＆美術展 

 9 月 17 日の陸上部を皮切りに新人戦がスタートしました。そ 

して、男子ハンドボール部の県大会 3 位をはじめとして、東中史 

上最高の成績を収めた新人戦となりました。また、３Ｒポスター 

コンクールといった美術展でも大きな成果を上げた東中でした。 

生徒を誇りに思いました。 

 

10月 24日は体育的行事の日 

久しぶりの学校行事、本当に盛り上がりました。学年ごと、た 

った 3 種目の体育的行事でしたが、校庭では大きな歓声があがり、 

心から楽しむことができました。雨でぬかるんだ校庭整備をして 

くれた体育委員と部活動に感動しました。 

 

12月、防寒着を着て学校生活 

 常時換気をするため、校内でも防寒着を着てよいことになりました。なぜか、教室がカラフ

ルになりました。この頃、コロナ対策費ですべての普通教室にウイルス不活性機能付き加湿空

気清浄機を設置しました。給食で埼玉県産牛肉が提供されたのもこの時期でした。 

 

1月 7日、再び緊急事態宣言発令 

 政府から再び緊急事態宣言が出されました。吉川市も感染者が増えました。ギガスクール構

想が前倒しとなり、一人一台のタブレット端末が届きました。今からとても楽しみです。 

 

2月、ワクチン接種始まる 

 2 月 17 日、新型コロナウイルスのワクチン接種がスタート！まずは、医療従事者から接種

開始。このワクチンが新型コロナウイルスに対する切り札となってくれるといいなと、心から

思います。 

3月、いよいよ令和 2年度も最後の月に突入する 

 一日一日、様々な対応に追われることの多かった令和 2 年度も、残り 1 か月となりました。

3 月 15 日は卒業証書授与式、26 日は修了式です。最後までよろしくお願いします。 


